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 作　延享 2 年（1745）　高松松平家歴史資料

　高松市にある栗林公園は、国内のみならず海外から多数の観光客が訪れ、香川県
を代表する観光地のひとつとなっている。その前身は江戸時代の高松藩主であった
松平家が整備した大名庭園・栗林荘であることはよく知られている。
　初代高松藩主松平頼

より

重
しげ

が隠居所として整備したことをきっかけに本格的な作庭が
行われ、歴代藩主が国元の別邸（下屋敷）としてたびたび訪れた。各藩主は自らの
好みや考えによって栗林荘に手を加え、幕末まで姿を変え続けたが、五代藩主頼

より

恭
たか

による整備が大きな画期となっている。
　頼恭は自らも栗林荘に出向いて整備に加わり、儒学者に命じて庭内の名所・見所
の名前を中国風に統一した。この時に整備された名前は現在も用いられているもの
が多い。さらに頼恭は藩の儒学者のひとり、中村文輔に命じて、栗林荘についてく
わしく解説する「栗林荘記」を書かせた。同書は当時の正門であった「嶰

かい

口
こう

」（現
北門）から順路に沿って、栗林荘の名所や見所をたとえや対比をつかった文章で表
し、その魅力を余すことなく伝えている。今日風にいうならば、公式ガイドブック
にあたるであろう。
　松平家に伝わった「栗林荘記」は中村文輔自筆とされており、元は冊子のかたち
であったが、現在は巻子に仕立てられている。江戸時代の栗林荘の姿を知ることが
できるだけでなく、同時代を生きた儒学者の筆跡を伝える資料としても貴重である。
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� 「#114base」トピックス（ 9 月イベントのご案内）

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

� To be or not to be
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学　客員教授　水　重　克　文

� �景気は、米国の通商政策等による影響が一部にみられるもの
の、緩やかに回復している

� 持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

� �広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.14　第十四番 常楽寺

「催し物のお知らせ」は休載いたします。

あじ竜王山公園
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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アララギ大師

大師堂本堂

第十四番

常 楽 寺 寺名
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高野山真言宗

弥勒菩薩

空海

弘仁 6 （815）年

おん まい たれいや そわか四国霊場で唯一の弥勒菩薩の本尊
　四国霊場のなかで唯一、弥勒菩薩を本尊としている常
楽寺。仏教において弥勒菩薩は、釈迦如来が入滅してか
ら56億 7 千万年後に人間界に現れ、人々を救済するとさ
れています。いまは兜率天で修行中の未来の仏様です。
　寺伝によると、弘仁 6（815）年、空海がこの地で修
行中に、弥勒菩薩が多くの菩薩を従えた様子を感得した
ことから、自らその像を刻んで本尊とし、お堂を建てた
のが寺の始まり。後に、空海の甥にあたる真

しん

然
ねん

僧正、高
野山の祈

き

親
しん

上人が整備して七堂伽藍の大寺院となりまし
たが、天正年間（1573～1592年）の長宗我部氏による兵
火で焼失。その後、江戸初期に阿波藩主・蜂須賀氏によ
り復興されました。
　さて常楽寺には山門はなく、石柱を目印に階段を上が
っていくと、ゴツゴツした岩盤むきだしの境内が目の前
に現れます。これは江戸後期に、ため池造成に伴い現在
地へ移転した際、山を削って岩の上にお堂を建てた名残
りで「流水岩の庭」と呼ばれています。本堂へお参りし
たら、振り返ったイチイの木の枝の間に祀られている小
さな弘法大師像が、アララギ大師です。お見逃しなく。

住所：徳島県徳島市
国府町延命606
アクセス：公共交通
／ JR 徳島駅→徳島
バス神山線・天の原
西線で常楽寺→徒歩
約500m
車／徳島自動車道藍
住 ICから約11km

わたしの推しポイント
徳島市内の13番から17番の札所は距離が近
く、ついつい駆け足で巡りがちですが、14
番常楽寺は一度訪れたら忘れないでしょう。
境内に広がる「流水岩の庭」は、風雨が刻
んだ岩盤の織りなす大自然の造形美です。
少し歩きにくいですが、足元から力強い大
地のパワーを直接感じとれます。ここだけ
の特別な体感を是非。（百十四経済研究所　
専務理事所長 澁江政興）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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